
人医療従事者の方へのご案内 

 

・日本国内では、伴侶動物の理学療法は獣医師法に基づく「診療」に該当する可能性が高く、診断や治療を

伴う行為は獣医師以外には認められていません。例えば、動物リハビリテーションは本質的に獣医療行

為であり、獣医師が診断・治療方針を決定し、その下で愛玩動物看護師や理学療法士などが役割分担して

治療に参加すべきだと本学会でも考え、動物のリハビリテーションに対する定義を次のように定めていま

す。 

 

＊動物リハビリテーションとは、動物リハビリテーション獣医学(Veterinary Rehabilitation Medicine)に基づ

き、運動機能障害、神経学的疾患、整形外科学的疾患、術後回復、加齢性変化などを有する伴侶動物に対

して、機能的改善、疼痛緩和、QOLの向上および社会的適応の支援を目的として実施される獣医師主導

の包括的かつ多職種連携的治療支援体系である。 

 

また現在の当会での会員会則では正会員を次のように定めています。 

＊正会員は「A会員：獣医師」「B会員：愛玩動物看護師」「C会員：理学療法士」に区分され、それ以外の者

は活動実績などを理事会が審査して正会員にふさわしいと認めた場合に「D会員」として加入できると定め

ています。現状では、その他の職種に対する規定は定まっていません。 

 

当会に入会を希望される方へ 

・動物に対するリハビリテーションは、獣医師主導の獣医療行為であり、獣医師以外が単独で実施すること

は法令違反となる恐れがあるます。たとえ民間のリハビリテーション資格を取得していても法律上動物医

療に従事する資格にはなりません。 

・当会定款で定めている正会員資格以外の方が入会を希望された場合には、動物リハビリテーションに関

する活動実績があり理事会が正会員として認めた場合にはD会員として入会できます。人医療の資格者

が入会を希望する場合でも、これまでの活動内容や動物リハビリテーションへの関与、将来的な参加目的

を確認して、理事会で審査を行うことになります。 

・当学会に入会後も、会員資格が動物への獣医療行為を行う権利を付与するものではありません。 

 

 

 


